中日対照版：

中文：

「投資台灣」－產業介紹
為鼓勵民間投資、創造就業機會，並掌握ECFA簽署後台灣經濟發展的新價值，以及配合政府大幅調降遺產贈與稅及營所稅等有利投資之措施，政府近年來積極推動「全球招商、投資台灣」政策措施，期能吸引全球資金投入國內新興產業之發展，啟動「投資」這項推升經濟成長的巨大引擎，發揮帶動國內產業升級、開創就業機會、調整經濟結構的效益。例如行政院經建會於2010年在台北、台中、高雄、花蓮及台東共舉辦5場次招商大會，復於2010年11月、2011年2月及5月會同中央部會、地方政府及民間業者分別赴香港、新加坡、印度及美國招商，國內外招商大會合計逾4,500人參與，反應熱烈。
日文：
「台湾に投資する」－産業のご紹介
台湾の中華民国の政府当局は、民間投資を勧めるため、就職する機会を増やし、なおECFAが署名された後に、台湾の経済発展の新しい価値を掌握するために及び政府の遺産贈与税と営業所得税などを大幅に下げて投資に有利な措置を実施した政策に合わせるためにここ数年以来、積極的に「全世界の企業を誘致し、台湾に投資させる」という政策の措置を推進し、全世界の資金を台湾国内の新興産業の発展に投じるように引き付けることを期待し、最初にこの「投資」というプロジェクトの巨大なエンジンを始動させて、経済成長の巨大な力に成ってもらって、国内産業のアップグレードを動かし、就職する機会を創り、また経済構成の効益を調節することを発揮させたがっていたのです。例えば、行政院経済建設委員会は、2010年に台北、台中、高雄、花蓮と台東でともに五会場で企業を誘致する大会を催し、また2010年11月、2011年2月と5月に再び、中央部会や、地方政府と民間の業者などを招いて、別々に香港、シンガポール、インド、アメリカへ赴いて、外国資本の企業を誘致していた。台湾国内外の企業を誘致する大会も、合計4500人以上が参与したことが出来て、とても熱烈な反応があったのです。
中文：
政府自去(2010)年以來舉辦多場國內外投資招商活動後，已歸納出多項國內外投資者密集詢問之熱門產業，包括：「文創及數位內容」、「生技及國際醫療」、「綠能及智慧綠建築」、「都市更新、土地及園區開發」、「觀光旅遊及美食」、「智慧電動車」、「高科技(含智慧型手持裝置、雲端運算與WiMAX)」等，國內外投資人對各項明星產業均表達高度投資興趣與意願。此外，國內「精密機械」、「國際物流」、「高科技及創新產業籌資平台」均擁有優異發展基礎，亦是重要產業發展項目之一。上述各項產業極可能引領國內下一波產業之轉型、升級，成為帶動國內產業持續提升之重要關鍵。

　日文：

政府は去年（2010年）から多くの場所で国内外の投資を誘致するイベントを開催した後、すでに多項目の国内外の投資者が集中的に問い合わせをした人気のある産業を纏めました。その中には：「文化創造とデジタル内容」、「生物技術と国際医療」、「緑のエネルギーと智慧の緑化される建築」、「都市の再構築、土地と産業エリア区域の開発計画」、「観光旅行と美食」、「智慧のある電動車」、「ハイテク（インテリジェント装置、クラウドコンピューティングとWiMAXを含む）」など、国内外の投資者は、各項目の有名な産業に対して、みんな高い投資の興味と願望を現しています。それ以外に、国内の「精密機械」、「国際物流」、「ハイテクと新しい産業の資金を調達するプラットフォームを創りだすこと」は、すべてがずば抜けている発展の基礎を持っていて、重要な産業の発展プロジェクトの一つです。上述した各項目の産業は、国内の次の産業のモデルチェンジ、及びアップグレードなどの面において、これからの産業発展の牽引車としての役割を果たせて、国内産業をアップさせる重要な鍵となります。

中文：
由於上述各項產業目前占國內產業版圖之市值多數仍低，如：「文創及數位內容」占國內股市市值僅0.19%，「生技及醫療」占0.48%、「觀光旅遊及美食」占0.50%，未來應有相當大之發展空間。於此產業結構調整之關鍵時刻，政府將採取積極、具體的政策措施，鼓勵民間加碼投資，以及時掌握產業轉骨之重要契機，從而提升廠商加碼投資台灣之信心，創造就業機會，再創台灣產業新榮景。
　
日文：

上述したた各項目の産業は、今のところでは、国内産業の市場占有率がまだ低くなっており、例えば：「文化創造とデジタル内容」は、国内の株市場の上場した市場価値をわずか0.19％を占めており、「生物技術と医療関係」は0.48％、「観光旅行と美食」は0.50％を占めているだけであり、将来には相当に大きいな発展空間が残されるはずです。この産業の構造調整の肝心な時に、政府は積極的に、具体的な政策と措置を採用し、民間の企業に増資をして投資するようと勧め、また産業のモデルチェンジの最も重要な鍵となる時期になっているため、企業の台湾に対する追加投資をする意欲を高めて、就職する機会を増やし、台湾産業の新たな繁栄の景気を再び創りだします。
中文：˙文創及數位內容

繼第三波「資訊產業」經濟後，文化創意產業被視為「第四波」經濟動力，為了整合文化創意產業各項資源及促進文化創意產業發展，政府已通過「文化創意產業發展法」，並提出「創意台灣—文化創意產業發展方案」(包括：電視、電影、流行音樂、數位內容、設計及工藝等六大旗艦產業)，針對當前文化創意產業發展困境及產業需求，思考台灣發展優勢及未來潛力，推動各項策略及措施，期達到「攻占華語市場，打造台灣成為亞太文化創意產業匯流中心」之願景。

另一方面，隨著兩岸簽訂經濟合作架構協議(ECFA)後，台灣製作的電影不受中國大陸對外國電影每年配額50部之限制，為台灣電影進軍中國大陸取得優勢。此外，政府為提供業者資金融通，已開辦新台幣250億元的「文化創意產業優惠貸款」；行政院國發基金也已通過「加強投資文化創意產業實施方案」，匡列新台幣100億元投資國內文化創意產業；文建會並成立文化創意產業投資及融資服務辦公室，從財務、技術等層面協助業者取得所需資金。透過各項措施的推動，將可健全文化創意產業發展所需之相關面向，鼓勵民間投資，未來產業榮景值得期待。
日文：
˙文化創造とデジタル内容
第三波の「情報の産業」の経済的な景気が続いた後、文化創意産業は「第四波」の経済の動力があると見なされ、文化創意産業の各資源を統合し、また、文化創意産業の発展を促進するために政府はすでに「文化創意産業の発展する方法」を立法院で通過させたし、「創意の台湾ー文化創意産業の発展する方案」（テレビ、映画、流行音楽、デジタル内容、設計と工芸などの六大の旗艦産業を含まれている）を提出し、現在の文化創意産業の発展に当たっての困難的な環境と産業の需要に対して、台湾の発展の優位性と未来の潜在力を考え、各策略と措置を推進して、「中国語環境のある市場を攻め、台湾をアジアの文化創意産業の物流センター」の理想の実現に期待を掛けています。
　　一方、両岸（台湾と中国）の双方は経済協力枠組協議（ECFA）が署名したことによって、台湾で製作された映画は、外国映画を毎年50部の制限をしている中国だったのだが、台湾の映画が制限を受けずに優先的に中国に放映されています。この外に、政府は業者に資金融通のサービスを提供するため、すでに台湾ドル250億元の「文化創意産業の特別優遇の貸付」を創立させましたし；行政院の国発基金も、すでに「文化創意産業の投資の実施方案の強化」を通過し、台湾ドル100億元を国内の文化創意産業に投資した；文建会は、文化創意産業投資と融資のサービスオフィスを設立し、財務や技術などの方面から、業者に必要な資金を取得させます。各措置の推進を通して、文化創意産業の発展において、必要となる相関する措置が完備されており、民間投資を勧め、これからは、文化創意産業の未来の繁栄ぶりは、かなり期待することができる筈だと思われます。
中文：

˙生技及國際醫療

近年來台灣政府積極推動生技醫藥產業，除2007年通過生技新藥產業發展條例，鎖定高風險醫療器材與新藥開發兩類，透過法令鬆綁，且在稅法及資金募集上提供較寬鬆待遇外，更於2009年將生技醫療產業列為六大新興產業之一，全力推動生技起飛鑽石行動方案。期能為台灣建構與國際接軌的醫藥法規環境，加速落實生技研發成果的商業化應用，帶動投資，厚植生技產業的競爭力。
台灣具有健全完善的生技醫藥相關法規，良好的智慧財產權保障，優秀研發人才與臨床試驗能量，並已全面實施GMP及cGMP確效之國際規範，台灣藥品已有外銷十大先進國及其他地區的實績，電動代步車、電子血壓計、血糖儀、自動注射器等產品在全球亦有高市占率，受到國際市場肯定。
此外，台灣的醫療服務品質高而費用合理，諾貝爾經濟學獎得主克魯曼2009年公開稱讚台灣健康保險制度為全球最佳。全亞洲首例心臟移植成功案例即發生在台灣；台灣肝臟移植手術的存活率領先全球。目前台灣共有12家醫療機構通過全球醫界公認可信度最高的JCI (Joint Commission International) 國際醫院評鑑，且多數的醫院都致力於通過「醫院評鑑暨醫療品質策進會」的評鑑，為醫院優良的醫療品質提供保證。
日文：
˙生物技術と国際医療
ここ数年、台湾政府は積極的に生物技術の医薬産業を推進し、2007年に通過した生物技術の新薬産業の発展する条列を除いて、危険性が高い医療の器材と新薬の開発の二種類に焦点を絞って、法令を通して規制緩和をし、しかも税法と資金を募集する方面においては、比較的に優遇がある措置を提供し、また、2009年に生物技術の医療産業は六大の新興産業の一つとしてリストさせており、全力で生物技術をバイオテクノロジーからスタートさせて着実に推進しました。台湾を国際的な基準に満たせるような医薬法規の環境を構築することができるように期待しています。生物技術の研究開発の成果を加速に実行させて、商業化へと応用ができるようにして、投資の景気を動かし、生物技術産業の競争力の強化に心血を注いでいます。
台湾は、完璧な生物技術の医薬関連の法規があって、良好な智慧財産権の保障もあり、優秀な研究開発の人材と臨床試験のエネルギー、そして、すでに全面的にGMPとcGMP認定の国際規範を実施し、台湾の薬品はすでに十カ国の先進国で販売していることができるようになりますし、また、その他の国でも販売した実績があって、電動の代理歩行車、電子血圧計、血糖計、自動注射器などの製品は、全世界にも高い市場の占有率があり、国際市場に認められました。
それ以外に、台湾の医療サービスは、品質の高さと費用が合理的で、ノーベル経済学賞を獲得したポーク・クローグマンが2009年公開で、台湾健康保険制度は、全世界で最も優秀なシステムであると称賛してくれました。アジア全域で最初の医学移植の実例だったの心臓移植が台湾で成功した；台湾で肝臓移植の手術の生存率でも全世界をリードしています。現在、台湾の12社の医療機構は全世界の医療界で信頼度が最も高いJCI (Joint Commission International) 国際病院の評価に認められて合格しましたし、しかも、多くの病院はみんな「病院評価と医療品質策進会」の評価を得るために努力し、それが所以に病院に優良的な医療品質の保証を提供しています。
中文：

˙綠能及智慧綠建築

全球暖化，造成氣候變遷，節能減碳成為全球共同的重要議題，而推動節能減碳的同時，也帶來綠能及智慧綠建築的龐大商機。為促進綠能產業發展，行政院在2009年4月通過「綠色能源產業旭升方案」，掌握「節能減碳」趨勢，選定：太陽光電、LED照明、風力發電、生質燃料、氫能與燃料電池、能源資通訊、電動車輛等，作為綠能產業發展重點，從環境塑造、關鍵投資、技術突圍、內需擴大、出口轉進5大方向協助產業發展。預計帶動產值由2008年1,603億元提高至2015年1兆1,580億元，發展綠能產業成為台灣產業新的生命力。

目前我國綠能產業的發展，以太陽光電和LED照明最具規模。太陽光電2010年產值2,000億元，較2009年成長89%，其中太陽能電池產量達3GW，居全球第2。LED照明光電產業我國2010年產值1,626億元，較2009年成長74%，以上游晶粒封裝及中游LED背光模組為主，產量均為全球第1。

日文：
˙緑のエネルギーと智慧の緑化建築
地球温暖化は、気候の変遷を齎しており、省エネルギーで炭素を減らすことが全世界共通の重要な議題となっています。省エネルギーと炭素の減少を推進することと同時に、緑エネルギーと智慧の緑化建築の巨大なビジネスチャンスをも齎してきます。緑のエネルギーの産業発展を促進するため、行政院は2009年4月に「グリーンエネルギー産業レベルを高める方案」を通過し、「省エネルギーで炭素を減らす」の趨勢を把握し、太陽光電や、LED照明、風力発電、生物燃料、水素エネルギーと燃料電池、エネルギー資源の通信、電動車輌などを選定し、グリーンエネルギー産業を発展させる重点項目として、環境造りから、鍵となるキーポイントに対する投資、鍵となる技術の突破、国内の需要が拡大させ、中継ぎ輸出の増進など五つの方向から産業発展に協力しました。生産額は2008年の1603億の台湾ドルから2015年の1兆1580億の台湾ドルまで高めることが出来ると推定されています。グリーンエネルギー産業の発展は台湾の産業に新しい生命力を吹き込まれることが出来る筈だ思われます。
現在、わが国のグリーンエネルギー産業の発展は、太陽光電とLED照明が一番大きな規模となっています。太陽光電は2010年の生産価値が2,000億台湾ドルで、2009年により89%も成長したことがあり、その中の太陽電池の生産量は3GWに達していて、、全世界の第二位を占めています。LED照明の光電産業はわが国で2010年の生産価値が1,626億の台湾ドルで、2009年により、74%も成長したことがあり、川上の結晶粒子のカプセル化と川中のLED光線が背景にするモジュールの生産を主としており、生産高は両社共に全世界で一位です。

中文：

˙都市更新、土地及園區開發

近年來許多發展成熟的都市，存在諸多老舊、荒廢及缺乏公共開放空間與綠地之建築房舍，形成提昇都市生活品質及市容景觀的障礙。因此，推動都市更新即是目前先進國家積極推動辦理的工作項目，如東京的六本木之丘與巴爾的摩水岸再開發等。

由於推動都市更新產業除可增加都市發展效益與競爭力外，其關聯產業包括：建築營造、金融服務、不動產買賣等，皆可受惠而誘發驚人產值。故為引進新興產業活動、帶動城市再發展，政府自1999年起積極推動都市更新，除鼓勵民間辦理都市更新事業外，亦積極選定位於城市門戶、鐵路與捷運發展軸線、水岸地區及都市舊城區，且公地較多的地帶，主動規劃整理後，公告招商，以公私合夥概念招商開發；由政府協調公地權益分配、開闢關聯性工程、並提供稅賦減免及優惠融資；民間則投入創意、資金及開發經營專才，希望創造地區新熱點及營造新都市門戶意象。目前規劃招商的案件包括：台鐵高雄港站、台北市南港高鐵沿線、台南運河星鑽等14處優先示範地區。

此外，配合國內各項產業政策的推行，廠商對土地與園區之需求殷切。政府也積極透過相關法令的鬆綁與交通設施的興建等，促進國內外廠商參與國內各種類型的園區與土地開發。如2010年5月公布施行之「產業創新條例」，即允許事業人申辦產業園區，引進產業群聚發展；另外，在政府高鐵車站特定區完善的土地配置與規劃下，預期高鐵車站周邊地區也將更有效率的引導工商業進駐與開發。
日文：

˙都市再計画、土地と産業計画開発
ここ数年、たくさんの都市が成熟に発展し来ており、多くの古くて、廃棄されて、緑地と公共的な空間が不足がちな建物が数多く存在されていますし、都市の生活品質と街の景観の障害物となっています。それが所以に都市の再建を促すためには、現在の先進国の国々が積極的に取り扱っているプロジェクトです。東京の六本木の丘やボルチモアの水岸の再開発などがその中の一例です。　
都市の再建を推し進めるプロジェクトは、都市発展効果と競争力を高めることが出来るほかに、関係する産業に対しても、建築営造や、金融サービス、不動産売買など含めて、すべてに経済的な利益を齎してくれますし、驚異的な生産額を創出することが期待出来ます。それが所以に新興産業のイベントを導入するとともに都市の再発展を推し進めるために、政府は1999年から積極的に都市の更新政策を推進させますし、民間の都市を更新するプロジェクトを取り扱う事業を奨励するほかに、積極的に城の門、鉄道と電車が発展する軸線に沿っている区域、水岸エリアと都市の古びた市街区域において、かつ政府の土地が多い地帯で、政府当局は主動的に企画と整理整頓をした後に、企業を誘致する広告を出して、政府と私企業は共同経営の概念をもとに企業を誘致をし、土地を開発します；政府は土地の権利と利益の配分により、関連性がある工事に対して、政府当局は、協力的に税賦の減免と優遇的な融資制度を提供します；
民間の方は、アイデアや、資金と経営の専門人材を育てることに力を入れて、地域にある新しい人気スポットと新都市の玄関口のイメージを創出するように心血を注ぎます。現在では、企画された企業誘致の案件は台湾鉄道の高雄港駅、台北市南港の新幹線沿線、台南運河の星鑽地方など14箇所で優先的に実施する模範地区が含まれています。
それ以外に国内の各産業の推進する政策に合わせて、企業は土地と園区に対するニーズが多くになって来ており、政府も積極的に関連する法令の規制緩和を図っていること、とともに交通施設などの建設を通じて、国内外の企業の国内の各種類の園区と土地開発のプロジェクトに参与する意欲を促しました。2010年5月に通過した「産業イノベーションの条例」を公表し、事業人が産業園区を申請することが許可されて、産業の集団的な発展を導入することが出来るほかに、政府は、高速鉄道の駅の近辺にある特定地域の土地を整っていて、新たな土地の配置と新規な企画をしたもとで、これからの駅の周辺地域も、さらに効率的に工商業者からの出店競争と地域周辺の開発がかなり期待できるようになる筈だと思われます。
中文：

˙觀光旅遊及美食

觀光旅遊及美食向為台灣吸引國際觀光客的焦點。目前政府已將觀光旅遊產業列為六大新興產業之一，透過「觀光拔尖領航方案」，以發展國際觀光並提升國內旅遊品質為目標，「拔尖」地方具觀光潛力光點與景點，提供無縫隙旅遊服務，培養觀光菁英及扶植觀光產業轉型進行「築底」工程，並以星級旅館評鑑及好客民宿方案獎勵業者提升硬體設施及軟實力；此外，也加強國際市場開拓，提升台灣觀光能見度。推行至今，台灣觀光在質與量方面均有亮眼的表現，如：締造來台旅客2010年突破556萬人次、觀光收入達新台幣5,100億元、來台旅客滿意度超過90%等新紀錄。未來將以「增加投資」、「提高品質」兩大方向，以台灣觀光新形象「Taiwan, The heart of Asia」，將台灣打造成「亞洲之心」。
而台灣美食彙集了中華傳統餐飲與異國料理的特色，已發展出多元化的餐飲樣式、豐富的文化內涵，以及精緻優良的餐飲品質，並在國際間逐漸打響名號。政府並已將「美食國際化」納入十大重點服務業發展項目，成為台灣重點發展的服務產業，透過「在地國際化」、「國際當地化」等發展策略，輔導業者進行國內外展店、發展國際美食品牌、培育金牌名廚、協助商機媒合及促進民間投資等，以期達到「世界美食匯集台灣」、「讓全球讚嘆的台灣美食」之願景。未來經由觀光旅遊與台灣美食的結合，可望使台灣成為東亞觀光交流轉運中心以及國際美食觀光的重要旅遊地。

日文：

˙観光旅行と美食
観光旅行と美食は、台湾で国際観光客を引き寄せる焦点なのです。現在政府はすでに観光旅行産業が六大新興産業の一つで、「観光拔尖領航方案」を経て、目標として国内旅行の標準をあげ、国際観光を発展します。「拔尖」という地方は観光潜在力のある所と観光スポットで、隙間のない旅行サービスを提供し、観光のエリート達を育てて、観光産業のモデルチェンジを育成し、「基礎を作る」のプロジェクトを推進させますし、旅館のレベル評価と客を大事にする民宿の方案は、業者のハードウエアの施設と文化的な実力レベルを高めることを奨励します。それ以外に、国際市場の開拓も強化をし、台湾観光の知名度を高めます。今日に至るまでに台湾観光は質と量の方面にすばらしい実績が出来ており、例えば、2010年に台湾に来た観光客は556万人を突破し、観光収入は台湾ドル5100億元で、台湾に来た観光客の満足度が90％の新記録を持っています。「投資を増やす」、「品質を上げる」の二つの大きな方向は、台湾観光の新しい形象「Taiwan, The heart of Asia」であり、台湾で「アジアの心」を作り出しました。
中華伝統の飲食メニューと異国料理の特徴が揃えられた台湾の美食は、すでに多元文化の飲食のスタイルに発展されて来ており、豊富な文化の内容、及び、精緻的に優良な飲食の品質は、国際間の知名度が徐々に高められて来たのです。政府は、すでに「美食の国際化」を十大重点サービス業の発展項目として掲げており、重点的に発展させるサービス産業と成り切っています。「現地の国際化」と「国際の現地化」などの発展策略を通じて、業者たちは国内外への展示会への参加を勧めますとともに国際的な美食のブランド製品としてなるまでに発展させて、金メダルを獲得できるほどの有名なコックを育てます。

政府はビジネスチャンスの仲介人として、民間の投資などを促進するように協力し、「世界の美食は台湾に集まっている」、「全世界に絶賛される台湾の美食」という願望を実現させます。未来には、観光旅行と台湾の美食と結び付けて、台湾を東アジア観光の交流する物流センターと国際的な美食の重要な観光地になってほしいと願っています。
中文：

˙智慧電動車

台灣雄厚的ICT產業實力，相當有利於電動車產業的發展。在電動機車方面，已有光陽、中華、益通等廠牌電動機車進入市場，電動車方面亦有納智捷、中華汽車、必翔及華德動能等廠商，完成各式電動車開發。在政府電動車產業政策推動以及科技研發專案支持下，現正積極促成智慧電動車先導運行，預計將有十案計3,000輛電動車上路；同時亦將匯集技術能量，促成產業聚落，發展關鍵前瞻技術與創新事業；並完善電動車標準法規、建立電動車研發平台與驗證能量，營造國內電動車輛發展的優勢環境。
       在智慧電動車輛方面，預計於2010年起至2016年間，投入新台幣96億元，推動「智慧電動車發展策略與行動方案」；在2010年至2013年智慧電動車先導運行期間，提供免徵貨物稅，及鼓勵地方政府免徵牌照稅等稅賦優惠措施，並提撥新台幣22億元經費，補助廠商參加十案3,000輛智慧電動車上路運行、鼓勵廠商購置智慧電動車、建立營運模式及設立充電站等。
       在電動機車方面，於2009年至2012年期間執行「電動機車產業發展推動計畫」，提供購買電動機車的民眾，每人每輛新台幣8,000元~11,000元的購車補助，以提供消費者具良好性能及品質的電動機車。
日文：

˙智慧のある電動車
台湾の充実たるICT産業の実力は、電動車の産業発展にかなりの競争優位性を齎しています。電動バイクでは、すでに光陽、中華、益通などのメーカーが電動バイクを市場で生産しています。電動車では、納智捷、中華車、必翔及び華徳動能等のメーカーで生産され、電動車の開発を完成させました。政府は電動車産業の政策を推進するとともに科学技術の研究開発専門の案件を支持する政策のもとで、現在では、智慧のある電動車の先導運行を積極的に促し、十個案件の合計が3000台の電動車が路上で走る予定で、同時にその技術に関するエネルギーを集めて、産業の集落を促し、キーポイントとなるプレビュー技術と事業を革新的に発展させており、電動車を研究発展するプラットフォームを創立すること、とエネルギーを検証することで、国内電動車を発展させる優位性がある環境を作り出します。
       智慧電動車では、2010年から2016年の間に予定されていますし、台湾ドル96億元が投入られて、「智慧のある電動車を発展する策略と行動方案」を推進しました。2010年から2013年までの智慧のある電動車を先導運行する期間において、貨物税の免除などを提供し、また、地方政府はプレート税などを徴収しない稅賦優待措置を勧めて，台湾ドル22億元の経費を、十個案件の3000台の智慧のある電動車を路上での運行企画に参加したメーカーに補助し、メーカーに電動車を購入させることを勧め、営業モデルを建立し、充電ステーションを設立などを勧めました 電動バイクでは、2009年から2012年の期間に執行した「電動バイク産業の発展及び推進する計画」があって、電動バイクを購入する民衆に、一人に付き一台で、台湾ドル8,000元~11,000元の購入補助金を提供し、消費者により良い性能と品質がある電動バイクを提供します。
中文：

˙高科技(含智慧型手持裝置、雲端運算與WiMAX)

以往我國高科技產業集中於資訊硬體製造，但資訊軟體業規模相對較小，以致軟硬體無法相互配合發展。為求產業轉型升級，政府積極推動「愛台12建設」之「智慧台灣」及四大智慧型產業之「雲端運算產業發展方案」等ICT相關計畫，期結合民間業者力量，建構資訊基礎設施與無線寬頻環境，並朝平板電腦加智慧型手機、觸控面板、WiMAX與雲端運算等未來科技主軸發展。
目前新興市場寬頻網路建設需求日高，全球智慧型手機出貨量估計將於2012年突破 3.5億支，而雲端運算產業更是全球競逐「商機大到不可想像」的新希望，再次展現未來高科技發展的機會與前景。而我國在ICT相關產業已有厚實基礎，例如台灣智慧型手機產業鏈完整，已掌握生產製造與全球運籌優勢；同時台灣已具WiMAX微型基地台研發與製造，結合 ICT 產業能量，發展前景相當樂觀；至於在雲端產業鏈部分，台灣一向為雲端資料中心元件生產基地，掌握雲端系統架構、大型系統管理軟體、資料中心作業系統等技術，如再深入研發，將可發展出平價優質的資料中心系統。
新世代高科技產業將重新塑造資訊產業價值鏈新樣貌，開啟以軟體及服務為主的競爭時代。為掌握商機，國內相關業者亦大幅邁進，例如中華電信將在未來投入超過千億元，擴展寬頻網路；工研院、資策會、中華電信、電電公會與資訊軟體協會組成台灣雲端運算產業聯盟，以凝聚業者共識，推動國內雲端運算應用服務。在政府與民間攜手合作下，將由提高軟硬體附加價值及服務品質、帶動投資、加速產業轉型、加強基礎研究與產業科技研發等層面著手，開創下一波資通訊商機，並進而提升我國競爭力，建構下一世代明星產業
日文：

˙ハイテク（インテリジェント装置、クラウドコンピューティングとWiMAXを含む）この前、わが国のハイテク産業は、情報のハードウエアの製造を集中させたが、情報のソフトウエア業者の規模は、比較的に小さく、その上、ハードウエアとソフトウエアは互いに発展へと協力できませんでした。産業のモデルチェンジのとレベルアップを求め、政府は積極的に「愛台12建設」の「智慧台湾」を推進し、また、四大智慧型産業の「クラウドコンピューティング產業発展方案」などのICT関連計画は、民間の業者の力と結合することに期待し、情報のインフラと無線のブロードハンドの環境を打ち立てて、平板電脳と智慧型携帯電話、タッチコントロールのパネル、WiMAXとクラウドコンピューティングなどに向かって、未来の科学技術主軸に発展していきます。
現在の新興市場のブロードバンドのネットワークは、ニーズが日の立つにより急速に高まっており、全世界の智慧型の携帯電話の出荷量が2012年に3.5億本があることと推定されています。しかも、グラウドコンピューティング產業はさらに、全世界が「ビジネスチャンスは想像がつかれないほど大きい」という新希望があり、未来には、ハイテク機器を発展する機会と将来性が現れています。わが国はICT関連産業にすでに深い基礎があって、例えば台湾の智慧型の携帯電話産業は完璧で、生産過程と製造プロセスは、ゴローバル的な視点で全世界の産業状況を把握していて、同時に台湾にすでにWiMAX微型基地台の研究開発と製造があり、ICT産業のエネルギーと結び付けてから更なる発展の見込みは、とても楽観的です。グラウドコンピューティング産業の連結部分があって、台湾は、ずっとグラウドコンピューティング資料センターの主な部品の製造基地として、グランドコンピューティングの構造、大型システム管理ソフトウエア、資料センター作業システムなどの技術を把握し、もし再度深く研究と開発をしていくならば、将来的には質が高くて、値段が安いの資料センターシステムを発展できる筈だと思われます。
新世代ハイテク産業は新しく情報産業の価値の連結する鎖の新しい容貌を作り出し、ソフトウエアとサービスを主に開く競争時代でした。ビジネスチャンスを把握するため、国内関係業者も大幅に前進して、例えば中華電信は、将来には、台湾ドル千億元を越える投資をし、ブロードハードのネットワークを広げ、工業研究院、資策会、中華電信、電電公社と資料ソフトウエア協会からグラウドコンピューティングの産業連盟を組み立てて、業者の共同意識を集めて、国内のグラウドコンピューティングの応用サービスを推進します。政府と民間は、手を握りにして協力し合って、ソフト・ハードウエアの付加価値とサービスの質を高めるため、投資を勧めて、産業モデルチェンジを加速させて、基礎研究と産業科学技術の研究開発などの方面に心血を注いで、次の情報ビジネスチャンスを作り、そして、わが国のハイテク産業の競争力を高め、次のスター産業を作り出させるように期待しています。
中文：

˙國際物流
在21世紀經濟無國界的時代，供應鏈管理與流通效率已成為國家競爭力中不可或缺的一環。面對東亞區域整合，台灣如何創造產業整合的供應鏈，是經濟持續提升的重要課題。行政院為提升台灣產業供應鏈管理與物流能力，加速商流、金流與資訊流整合，已提出「國際物流服務業發展行動計畫」，不僅在通關效率提升、物流服務強化，以及促進跨境發展合作等面向有積極的規劃，以創造及時、便捷之物流通路服務環境外；同時亦加速完善海空港基礎建設、推動自由貿易港區招商，以結合運輸據點與製造加值之功能，活絡海空港及周邊腹地之營運發展。

從兩岸開放直航到簽署ECFA，近年來兩岸關係已逐步朝正常化發展，值此台灣本土企業與大陸台商面臨貿易量質雙變之時，正是台灣經濟再次躍升，也是投資台灣、運籌全球的大好時機。政府推動國際物流發展，無論是各項交通硬體建設、物流軟體投資，皆歡迎各界共同參與，一起加入台灣運籌的行列。我們更歡迎台商企業提供各種跨國供應鏈的連結契機，共同開展台灣運籌的無限商機。

日文：

˙国際物流
21世紀には、経済が国境のない時代であり、サプライチェーン・マネジメントと流通の高い効率は、すでに国家の競争力の中で不可欠な一環となりました。東アジアの地域統合する傾向に臨んで、台湾はどのように産業統合のサプライチェーンを作り出して、経済を持続的に引き上げるための極めて重要な課題なのです。行政院は台湾産業のサプライチェーン・マネジメントと物流の能力を高めるために、商業の流通、金融の流通、情報の流通などの統合を加速させますし、すでに「国際物流のサービス業を発展する行動計画」を提出して、通関の効率化を高めただけではなく、物流のサービスを強化し、および国境を越える協力等の発展に積極的な計画がありました。時間通りと便利な物流の通り道を提供するサービスの環境を作りださせることと同時に海の港と空港の基礎建設の面においても、施設の完備を加速し、自由貿易の港の地区では企業を誘致することを推進し、運送の拠点と結び付けて、付加価値が増える機能を備えて、海の港と空港と周辺地域の営業運営の発展を活性化させます。
両岸から直航が許可されてからECFAを締結するまでの近頃には、両岸関係はだんだん正常化の発展となっており、この時に台湾地元の企業と中国にいる台湾商人が貿易の量と質の両方が移り変わる時期に直面せざるを得ません、それにしても、台湾の経済状況が再度上昇させる機運にも言えますし、今こそ、台湾に投資し、全世界に発展させる一番良い時機です。政府は国際物流システムを発展する政策を推進し、各交通施設のハードウエアの建設、物流のソフトウェアの投資などにも業種に関わらず、全てが各界からの参与を歓迎するとともに台湾が企画している経済発展の行列に参加してほしいです。私達は更に台湾企業は各種の多国籍企業のサプライチェーンの１環としての連結するきっかけを作ってくれることを大いに歓迎し、全世界と共に踏ん張って台湾の無限なビジネスチャンスを展開するように期待しています。
中文：

˙精密機械
精密機械是整體製造業的基礎產業，透過精密機械工業的推動，不但可增強其他產業之競爭力，更可加速整體工業之發展，達成全面性的產業結構調整。台灣在精密機械產業方面實力雄厚，其中主要的國際競爭優勢之一，即為擁有眾多高等教育人才、具備優異的研發能力；且國內多個相關研究單位，如工研院「機械與系統研究所」、「精密機械研究發展中心」等，均持續投入精密技術創新、提供知識服務，並透過數以千計的專利與業界合作，衍生新事業、新商機，協助產業高值化。

此外，台灣電子資訊基礎建設相對強勢，在ICT產業的帶動下，國內精密機械產業正朝向智慧化、精微化、綠能化和高附加價值的方向發展，其中的重點產業包括：精密工具機及關鍵機械零組件、光電與半導體製程設備、微／奈米機械技術應用、高科技環保設備、能源設備，及醫療保健儀器／設備等。

在國際市場競爭日趨激烈的環境下，台灣精密機械工業藉由研發創新與提高附加價值，充分掌握全球經貿成長契機與市場拓銷機會，不斷創造產業榮景。例如今(2011)年以來，由於景氣持續增溫、新興市場接單續呈穩定；加以兩岸簽署經濟合作架構協議(ECFA)後，挹注機械產業出口成長；以及半導體、面板廠商擴充生產設備等因素影響，國內不少精密機械廠商訂單暴增，2011年1至5月機械設備業生產較上年同期增加22%，且上半年機械出口大幅增加33.8%。
推動精密機械業持續成長，向為政府整體工業發展政策中的重要環節，廠商於台灣投資精密機械產業，將可充分運用國內優質的研發人力、充裕的資金、豐富的產學資源，以及ECFA效益等，開發新的商機、創造新的產業藍海。

日文：

˙精密機械
精密機械は全体の製造業の基礎産業であり、精密機械工業の推進によって、他の産業の競争力を高めることができるだけのではなくて、さらに全体の工業の発展を加速させることも出来ますし、全体の産業構造を調整することが出来ます。台湾の精密機械産業の実力はとても強く、その中で主要的な国際競争優勢の一つとしては、沢山の高等教育人材が居て、優秀な研究開発能力を持っています。それに国内では、関連する研究機関と部署がたくさんあります。例えば、工業研究所「機械とシステム研究所」、「精密機械研究発展センタ」等、精密技術の新技術の開発と知識サービスの提供を持続しています。また千以上の特許と業界との協力によって、新しい事業と新しいビジネスチャンスを創出し、産業の高い付加価値化にかなりの助力を提供します。
それ以外に台湾の電子情報の基礎建設は比較的に強い勢いで、ICT産業のもとで、国内精密機械産業は智慧化、精微化、緑能化と高い付加価値の方向へ向かって発展し、その中の重点産業は精密工具機とキーポイントとなる機械のモジュール、光電と半導体を製造する工程の設備、マイクロとナノ機械技術の応用、ハイテクの環境保護設備、エネルギー設備、及び医療保険儀器/設備などが含まれています。
国際の市場競争は、毎日に熾烈な競争する環境のもとで置かれているのだが、台湾の精密機械工業は研究開発と付加価値を高めることによって、全世界の経済貿易の成長契機と市場の販路開拓の機会を十分に把握し、絶えず産業の栄景を創りだしています。例えば今年（2011年）から、景気がだんだん良くなったまま、新興市場で固定のオーダーを取ることができるようになりました。両岸は經濟合作架構協議(ECFA)を契約した後、機械産業の輸出の成長を注文し、及び半導体、面板のメーカーの生産設備などが拡大した原因の影響を受けて、国内では、沢山の精密機械メーカーからのオーダーが突然大幅に増え、2011年1から5月まで機械設備業の生産が前年と同じ時期と比べると22％増えていて、しかも上前期には、機械輸出が大幅に33,8％増加していました。
精密機械業の成長を支持しながら推進し、政府の全体の工業発展政策の重要なキーポイントであり、メーカーは台湾で精密機械産業を投資すれば、国内のすばらしい研究開発人力資源と充分な資本金、豊富な産学官の資源、及びECFAの署名による効率と利益などのメリットを運用し、新しいビジネスチャンスを開発し、新しい産業の発展する局面を創出することが期待できる筈だと思われます！
中文：

˙高科技及創新產業籌資平台
台灣位於東亞經濟圈之樞紐位置，過去由於兩岸關係因素，致使台灣在此方面之優勢無法完全發揮，在ECFA完成簽署生效後，未來兩岸物流、金流及人員往來之限制逐漸放寬，應充分利用我國優越之地理位置條件，發展台灣成為亞太地區重要的金融重鎮之一。

與香港及新加坡等亞太金融中心相較，台灣在製造業方面之發展更加成熟，尤其是國內高科技產業已成為全球供應鏈中重要的一環，對相關產業提供籌資之金融服務方面，也已經形成由創投、興櫃、上櫃乃至於上市之完整體系。

過去台灣資本市場為因應資訊科技產業之發展，提供了必要的資金挹注，如今我國已在全球科技產業鏈居關鍵地位，資本市場應可再利用該競爭優勢，積極推動國內外高科技及創新事業在台上市(櫃)及籌資，發展台灣成為高科技及創新事業籌資平台。

當前兩岸交流日趨密切，國內創新、投資及賦稅環境持續改善，我國資本市場應掌握此等前所未有之契機，持續改善市場體質，擴大科技產業群聚優勢，鼓勵國內外企業來台上市、籌資，進一步發展成為高科技及創新產業籌資平台，藉以鞏固我資本市場於亞太地區之地位，並促進國內金融服務業與相關產業之繁榮發展。

日文：

˙ハイテクと新しい産業の資金を調達するプラットフォームを創りだす
台湾は東アジア経済圏の中枢のところに位置していて、両岸関係の原因があるために、この方面では優勢が完全に発揮できなくて、ECFAを契約し、有効性になった後、両岸の物流、金融の流通と人の往来の制限がだんだん開放してきて、わが国は、すばらしい地理的な立地条件を充分利用することが出来ますし、台湾はアジア太平洋地区の最も重要な金融商圏の地域の一つとして発展することが出来ます。
香港とシンガポールなどのアジア金融センターと比べれば、台湾は製造業方面の発展はさらに成熟していて、特に国内のハイテク産業はすでに全世界のサプライチェーンの重要な一環となっており、関係産業に提供する融資の金融サービス方面に対してすでに形成されたベンチャー投資、興櫃、上櫃で発売することなど完備されている体系まで形成されました。

過去の台湾の資本市場は情報科学技術産業の発展にしたがって、必要な資本金の導入を提供し、今は、わが国は全世界科学技術産業をキーポイントと置き、資本市場は、この競争力を再利用し、積極的に国内外のハイテク会社および事業を革新する会社は、台湾で株式市場に上場すること、および資金の金融システムによる調達などを推進し、ハイテクおよび新規事業の資金を調達できるプラットフォームが出来るように発展させます。
現在の両岸の交流は日に日に密接で、国内での創新、投資と租税の環境の改善措置を実施し続けて、我が国の資本市場は、かつてない良いきっかけを把握するべきで、持続的に市場の体質を改善し、科学技術の産業を大勢集まるようにできる経済的な優位性を高めさせます。国内外の企業は台湾の株式市場に上場させて、資金を調達することができるように励まされて、一層の発展は期待できるハイテク、および創新産業の資金を調達するプラットフォームになり、これによって、わが国の資本市場のアジア・太平洋地域での位置が固められて、そして、国内の金融サービス業と関連する新規産業の繁栄と発展を促進させることができるようになる筈だと思われます。
中文原稿版：

「投資台灣」－產業介紹
為鼓勵民間投資、創造就業機會，並掌握ECFA簽署後台灣經濟發展的新價值，以及配合政府大幅調降遺產贈與稅及營所稅等有利投資之措施，政府近年來積極推動「全球招商、投資台灣」政策措施，期能吸引全球資金投入國內新興產業之發展，啟動「投資」這項推升經濟成長的巨大引擎，發揮帶動國內產業升級、開創就業機會、調整經濟結構的效益。例如行政院經建會於2010年在台北、台中、高雄、花蓮及台東共舉辦5場次招商大會，復於2010年11月、2011年2月及5月會同中央部會、地方政府及民間業者分別赴香港、新加坡、印度及美國招商，國內外招商大會合計逾4,500人參與，反應熱烈。
政府自去(2010)年以來舉辦多場國內外投資招商活動後，已歸納出多項國內外投資者密集詢問之熱門產業，包括：「文創及數位內容」、「生技及國際醫療」、「綠能及智慧綠建築」、「都市更新、土地及園區開發」、「觀光旅遊及美食」、「智慧電動車」、「高科技(含智慧型手持裝置、雲端運算與WiMAX)」等，國內外投資人對各項明星產業均表達高度投資興趣與意願。此外，國內「精密機械」、「國際物流」、「高科技及創新產業籌資平台」均擁有優異發展基礎，亦是重要產業發展項目之一。上述各項產業極可能引領國內下一波產業之轉型、升級，成為帶動國內產業持續提升之重要關鍵。

由於上述各項產業目前占國內產業版圖之市值多數仍低，如：「文創及數位內容」占國內股市市值僅0.19%，「生技及醫療」占0.48%、「觀光旅遊及美食」占0.50%，未來應有相當大之發展空間。於此產業結構調整之關鍵時刻，政府將採取積極、具體的政策措施，鼓勵民間加碼投資，以及時掌握產業轉骨之重要契機，從而提升廠商加碼投資台灣之信心，創造就業機會，再創台灣產業新榮景。

˙文創及數位內容

繼第三波「資訊產業」經濟後，文化創意產業被視為「第四波」經濟動力，為了整合文化創意產業各項資源及促進文化創意產業發展，政府已通過「文化創意產業發展法」，並提出「創意台灣—文化創意產業發展方案」(包括：電視、電影、流行音樂、數位內容、設計及工藝等六大旗艦產業)，針對當前文化創意產業發展困境及產業需求，思考台灣發展優勢及未來潛力，推動各項策略及措施，期達到「攻占華語市場，打造台灣成為亞太文化創意產業匯流中心」之願景。

另一方面，隨著兩岸簽訂經濟合作架構協議(ECFA)後，台灣製作的電影不受中國大陸對外國電影每年配額50部之限制，為台灣電影進軍中國大陸取得優勢。此外，政府為提供業者資金融通，已開辦新台幣250億元的「文化創意產業優惠貸款」；行政院國發基金也已通過「加強投資文化創意產業實施方案」，匡列新台幣100億元投資國內文化創意產業；文建會並成立文化創意產業投資及融資服務辦公室，從財務、技術等層面協助業者取得所需資金。透過各項措施的推動，將可健全文化創意產業發展所需之相關面向，鼓勵民間投資，未來產業榮景值得期待。
˙生技及國際醫療

近年來台灣政府積極推動生技醫藥產業，除2007年通過生技新藥產業發展條例，鎖定高風險醫療器材與新藥開發兩類，透過法令鬆綁，且在稅法及資金募集上提供較寬鬆待遇外，更於2009年將生技醫療產業列為六大新興產業之一，全力推動生技起飛鑽石行動方案。期能為台灣建構與國際接軌的醫藥法規環境，加速落實生技研發成果的商業化應用，帶動投資，厚植生技產業的競爭力。
台灣具有健全完善的生技醫藥相關法規，良好的智慧財產權保障，優秀研發人才與臨床試驗能量，並已全面實施GMP及cGMP確效之國際規範，台灣藥品已有外銷十大先進國及其他地區的實績，電動代步車、電子血壓計、血糖儀、自動注射器等產品在全球亦有高市占率，受到國際市場肯定。
此外，台灣的醫療服務品質高而費用合理，諾貝爾經濟學獎得主克魯曼2009年公開稱讚台灣健康保險制度為全球最佳。全亞洲首例心臟移植成功案例即發生在台灣；台灣肝臟移植手術的存活率領先全球。目前台灣共有12家醫療機構通過全球醫界公認可信度最高的JCI (Joint Commission International) 國際醫院評鑑，且多數的醫院都致力於通過「醫院評鑑暨醫療品質策進會」的評鑑，為醫院優良的醫療品質提供保證。
˙綠能及智慧綠建築

全球暖化，造成氣候變遷，節能減碳成為全球共同的重要議題，而推動節能減碳的同時，也帶來綠能及智慧綠建築的龐大商機。為促進綠能產業發展，行政院在2009年4月通過「綠色能源產業旭升方案」，掌握「節能減碳」趨勢，選定：太陽光電、LED照明、風力發電、生質燃料、氫能與燃料電池、能源資通訊、電動車輛等，作為綠能產業發展重點，從環境塑造、關鍵投資、技術突圍、內需擴大、出口轉進5大方向協助產業發展。預計帶動產值由2008年1,603億元提高至2015年1兆1,580億元，發展綠能產業成為台灣產業新的生命力。

目前我國綠能產業的發展，以太陽光電和LED照明最具規模。太陽光電2010年產值2,000億元，較2009年成長89%，其中太陽能電池產量達3GW，居全球第2。LED照明光電產業我國2010年產值1,626億元，較2009年成長74%，以上游晶粒封裝及中游LED背光模組為主，產量均為全球第1。

˙都市更新、土地及園區開發

近年來許多發展成熟的都市，存在諸多老舊、荒廢及缺乏公共開放空間與綠地之建築房舍，形成提昇都市生活品質及市容景觀的障礙。因此，推動都市更新即是目前先進國家積極推動辦理的工作項目，如東京的六本木之丘與巴爾的摩水岸再開發等。

由於推動都市更新產業除可增加都市發展效益與競爭力外，其關聯產業包括：建築營造、金融服務、不動產買賣等，皆可受惠而誘發驚人產值。故為引進新興產業活動、帶動城市再發展，政府自1999年起積極推動都市更新，除鼓勵民間辦理都市更新事業外，亦積極選定位於城市門戶、鐵路與捷運發展軸線、水岸地區及都市舊城區，且公地較多的地帶，主動規劃整理後，公告招商，以公私合夥概念招商開發；由政府協調公地權益分配、開闢關聯性工程、並提供稅賦減免及優惠融資；民間則投入創意、資金及開發經營專才，希望創造地區新熱點及營造新都市門戶意象。目前規劃招商的案件包括：台鐵高雄港站、台北市南港高鐵沿線、台南運河星鑽等14處優先示範地區。
此外，配合國內各項產業政策的推行，廠商對土地與園區之需求殷切。政府也積極透過相關法令的鬆綁與交通設施的興建等，促進國內外廠商參與國內各種類型的園區與土地開發。如2010年5月公布施行之「產業創新條例」，即允許事業人申辦產業園區，引進產業群聚發展；另外，在政府高鐵車站特定區完善的土地配置與規劃下，預期高鐵車站周邊地區也將更有效率的引導工商業進駐與開發。
˙觀光旅遊及美食

觀光旅遊及美食向為台灣吸引國際觀光客的焦點。目前政府已將觀光旅遊產業列為六大新興產業之一，透過「觀光拔尖領航方案」，以發展國際觀光並提升國內旅遊品質為目標，「拔尖」地方具觀光潛力光點與景點，提供無縫隙旅遊服務，培養觀光菁英及扶植觀光產業轉型進行「築底」工程，並以星級旅館評鑑及好客民宿方案獎勵業者提升硬體設施及軟實力；此外，也加強國際市場開拓，提升台灣觀光能見度。推行至今，台灣觀光在質與量方面均有亮眼的表現，如：締造來台旅客2010年突破556萬人次、觀光收入達新台幣5,100億元、來台旅客滿意度超過90%等新紀錄。未來將以「增加投資」、「提高品質」兩大方向，以台灣觀光新形象「Taiwan, The heart of Asia」，將台灣打造成「亞洲之心」。
而台灣美食彙集了中華傳統餐飲與異國料理的特色，已發展出多元化的餐飲樣式、豐富的文化內涵，以及精緻優良的餐飲品質，並在國際間逐漸打響名號。政府並已將「美食國際化」納入十大重點服務業發展項目，成為台灣重點發展的服務產業，透過「在地國際化」、「國際當地化」等發展策略，輔導業者進行國內外展店、發展國際美食品牌、培育金牌名廚、協助商機媒合及促進民間投資等，以期達到「世界美食匯集台灣」、「讓全球讚嘆的台灣美食」之願景。未來經由觀光旅遊與台灣美食的結合，可望使台灣成為東亞觀光交流轉運中心以及國際美食觀光的重要旅遊地。

˙智慧電動車

台灣雄厚的ICT產業實力，相當有利於電動車產業的發展。在電動機車方面，已有光陽、中華、益通等廠牌電動機車進入市場，電動車方面亦有納智捷、中華汽車、必翔及華德動能等廠商，完成各式電動車開發。在政府電動車產業政策推動以及科技研發專案支持下，現正積極促成智慧電動車先導運行，預計將有十案計3,000輛電動車上路；同時亦將匯集技術能量，促成產業聚落，發展關鍵前瞻技術與創新事業；並完善電動車標準法規、建立電動車研發平台與驗證能量，營造國內電動車輛發展的優勢環境。
       在智慧電動車輛方面，預計於2010年起至2016年間，投入新台幣96億元，推動「智慧電動車發展策略與行動方案」；在2010年至2013年智慧電動車先導運行期間，提供免徵貨物稅，及鼓勵地方政府免徵牌照稅等稅賦優惠措施，並提撥新台幣22億元經費，補助廠商參加十案3,000輛智慧電動車上路運行、鼓勵廠商購置智慧電動車、建立營運模式及設立充電站等。
       在電動機車方面，於2009年至2012年期間執行「電動機車產業發展推動計畫」，提供購買電動機車的民眾，每人每輛新台幣8,000元~11,000元的購車補助，以提供消費者具良好性能及品質的電動機車。
˙高科技(含智慧型手持裝置、雲端運算與WiMAX)

以往我國高科技產業集中於資訊硬體製造，但資訊軟體業規模相對較小，以致軟硬體無法相互配合發展。為求產業轉型升級，政府積極推動「愛台12建設」之「智慧台灣」及四大智慧型產業之「雲端運算產業發展方案」等ICT相關計畫，期結合民間業者力量，建構資訊基礎設施與無線寬頻環境，並朝平板電腦加智慧型手機、觸控面板、WiMAX與雲端運算等未來科技主軸發展。
目前新興市場寬頻網路建設需求日高，全球智慧型手機出貨量估計將於2012年突破 3.5億支，而雲端運算產業更是全球競逐「商機大到不可想像」的新希望，再次展現未來高科技發展的機會與前景。而我國在ICT相關產業已有厚實基礎，例如台灣智慧型手機產業鏈完整，已掌握生產製造與全球運籌優勢；同時台灣已具WiMAX微型基地台研發與製造，結合 ICT 產業能量，發展前景相當樂觀；至於在雲端產業鏈部分，台灣一向為雲端資料中心元件生產基地，掌握雲端系統架構、大型系統管理軟體、資料中心作業系統等技術，如再深入研發，將可發展出平價優質的資料中心系統。
新世代高科技產業將重新塑造資訊產業價值鏈新樣貌，開啟以軟體及服務為主的競爭時代。為掌握商機，國內相關業者亦大幅邁進，例如中華電信將在未來投入超過千億元，擴展寬頻網路；工研院、資策會、中華電信、電電公會與資訊軟體協會組成台灣雲端運算產業聯盟，以凝聚業者共識，推動國內雲端運算應用服務。在政府與民間攜手合作下，將由提高軟硬體附加價值及服務品質、帶動投資、加速產業轉型、加強基礎研究與產業科技研發等層面著手，開創下一波資通訊商機，並進而提升我國競爭力，建構下一世代明星產業。
˙國際物流
在21世紀經濟無國界的時代，供應鏈管理與流通效率已成為國家競爭力中不可或缺的一環。面對東亞區域整合，台灣如何創造產業整合的供應鏈，是經濟持續提升的重要課題。行政院為提升台灣產業供應鏈管理與物流能力，加速商流、金流與資訊流整合，已提出「國際物流服務業發展行動計畫」，不僅在通關效率提升、物流服務強化，以及促進跨境發展合作等面向有積極的規劃，以創造及時、便捷之物流通路服務環境外；同時亦加速完善海空港基礎建設、推動自由貿易港區招商，以結合運輸據點與製造加值之功能，活絡海空港及周邊腹地之營運發展。

從兩岸開放直航到簽署ECFA，近年來兩岸關係已逐步朝正常化發展，值此台灣本土企業與大陸台商面臨貿易量質雙變之時，正是台灣經濟再次躍升，也是投資台灣、運籌全球的大好時機。政府推動國際物流發展，無論是各項交通硬體建設、物流軟體投資，皆歡迎各界共同參與，一起加入台灣運籌的行列。我們更歡迎台商企業提供各種跨國供應鏈的連結契機，共同開展台灣運籌的無限商機。

˙精密機械
精密機械是整體製造業的基礎產業，透過精密機械工業的推動，不但可增強其他產業之競爭力，更可加速整體工業之發展，達成全面性的產業結構調整。台灣在精密機械產業方面實力雄厚，其中主要的國際競爭優勢之一，即為擁有眾多高等教育人才、具備優異的研發能力；且國內多個相關研究單位，如工研院「機械與系統研究所」、「精密機械研究發展中心」等，均持續投入精密技術創新、提供知識服務，並透過數以千計的專利與業界合作，衍生新事業、新商機，協助產業高值化。

此外，台灣電子資訊基礎建設相對強勢，在ICT產業的帶動下，國內精密機械產業正朝向智慧化、精微化、綠能化和高附加價值的方向發展，其中的重點產業包括：精密工具機及關鍵機械零組件、光電與半導體製程設備、微／奈米機械技術應用、高科技環保設備、能源設備，及醫療保健儀器／設備等。

在國際市場競爭日趨激烈的環境下，台灣精密機械工業藉由研發創新與提高附加價值，充分掌握全球經貿成長契機與市場拓銷機會，不斷創造產業榮景。例如今(2011)年以來，由於景氣持續增溫、新興市場接單續呈穩定；加以兩岸簽署經濟合作架構協議(ECFA)後，挹注機械產業出口成長；以及半導體、面板廠商擴充生產設備等因素影響，國內不少精密機械廠商訂單暴增，2011年1至5月機械設備業生產較上年同期增加22%，且上半年機械出口大幅增加33.8%。
推動精密機械業持續成長，向為政府整體工業發展政策中的重要環節，廠商於台灣投資精密機械產業，將可充分運用國內優質的研發人力、充裕的資金、豐富的產學資源，以及ECFA效益等，開發新的商機、創造新的產業藍海。
˙高科技及創新產業籌資平台
台灣位於東亞經濟圈之樞紐位置，過去由於兩岸關係因素，致使台灣在此方面之優勢無法完全發揮，在ECFA完成簽署生效後，未來兩岸物流、金流及人員往來之限制逐漸放寬，應充分利用我國優越之地理位置條件，發展台灣成為亞太地區重要的金融重鎮之一。
與香港及新加坡等亞太金融中心相較，台灣在製造業方面之發展更加成熟，尤其是國內高科技產業已成為全球供應鏈中重要的一環，對相關產業提供籌資之金融服務方面，也已經形成由創投、興櫃、上櫃乃至於上市之完整體系。

過去台灣資本市場為因應資訊科技產業之發展，提供了必要的資金挹注，如今我國已在全球科技產業鏈居關鍵地位，資本市場應可再利用該競爭優勢，積極推動國內外高科技及創新事業在台上市(櫃)及籌資，發展台灣成為高科技及創新事業籌資平台。

當前兩岸交流日趨密切，國內創新、投資及賦稅環境持續改善，我國資本市場應掌握此等前所未有之契機，持續改善市場體質，擴大科技產業群聚優勢，鼓勵國內外企業來台上市、籌資，進一步發展成為高科技及創新產業籌資平台，藉以鞏固我資本市場於亞太地區之地位，並促進國內金融服務業與相關產業之繁榮發展。
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